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福祉の心を
実現する

【
環
境
局
長
答
弁
】

①
 区
域
外
へ
の
廃
棄
物
投
棄
は
、
平
成

１
８
年
後
半
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、

詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
当
時
の
役
員
と

連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
事
業

者
も
把
握
で
き
て
い
な
い
。
区
域
外
に
投

棄
さ
れ
た
土
砂
と
廃
棄
物
の
混
合
物
の
総

量
は
約
３
万
㎥
（
１
０
ト
ン
ダ
ン
プ
１
台

の
容
量
は
約
６
㎥
。
３
万
㎥
を
１
０
㌧
ダ

ン
プ
台
数
に
換
算
す
る
と
約
５
０
０
０

台
）。
現
時
点
で
廃
棄
物
の
み
の
数
量
は

確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
処
分
場
か
ら
の

搬
出
時
に
実
績
値
を
報
告
さ
せ
る
。
平
成

２
６
年
１
月
１
４
日
ま
で
に
撤
去
完
了
す

る
よ
う
に
改
善
命
令
を
行

っ
て
い
る
。

②
 山
特
か
ら
の
金
属
受
け

入
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成

２
４
年
３
月
に
宮
ヶ
谷
処

分
場
内
で
金
属
く
ず
を
確

認
し
た
た
め
、
成
臨
興
業

に
照
会
す
る
も
明
確
な
回

答
は
得
ら
れ
ず
。
そ
の
後

も
繰
り
返
し
処
分
場
内
で

金
属
ク
ズ
確
認
。
同
年
７

月
に
山
特
に
立
入
検
査
、

山
特
と
成
臨
興
業
に
法
に

基
づ
く
報
告
徴
収
を
行
っ

た
。
同
年
９
月
か
ら
撤
去

作
業
を
開
始
。
こ
れ
ま
で

の
撤
去
量
は
山
特
か
ら
の
金
属
ク
ズ
が
約

２
５
０
㌧
、
そ
の
他
の
金
属
ク
ズ
が
約
２

９
０
㌧
、
搬
入
者
不
明
の
金
属
ク
ズ
が
コ

ン
テ
ナ
バ
ッ
ク
３
袋
程
度
。
年
内
を
目
処

に
撤
去
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③
 加
西
市
大
規
模
不
法
投
棄
に
つ
い
て

は
、
平
成
１
７
年
４
月
か
ら
宮
ヶ
谷
最
終

処
分
場
内
の
廃
棄
物
混
入
土
砂
を
加
西
市

内
の
造
成
地
に
搬
入
し
て
い
た
。
成
臨
興

業
が
加
西
市
造
成
地
へ
搬
入
し
た
廃
棄
物

混
合
土
砂
は
約
１
万
４
千
㎥
（
１
０
㌧
ダ

ン
プ
換
算
で
約
２
４
０
０
台
分
）
こ
の
う

ち
約
８
千
㎥
が
廃
棄
物
と
推
定
さ
れ
る
。

平
成
２
０
年
１
０
月
３
１
日
に
撤
去
作
業

が
完
了
し
た
と
判
断
し
た
。（
実
際
は
平

成
２
５
年
７
月
末
に
完
了
届
が
県
に
提
出

さ
れ
て
い
る
）

【
都
市
局
長
答
弁
】

④
 宮
ヶ
谷
処
分
場
内
外
に
あ
る
建
屋
に

つ
い
て
は
、
平
成
１
３
年
当
時
、
９
棟
建

築
さ
れ
て
い
た
が
、
都
市
計
画
法
や
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
許
可
や
申
請
は
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
本
市
は
行
政
指
導
を
行
い

３
棟
を
撤
去
、
４
棟
に
つ
い
て
は
建
築
許

可
を
行
っ
た
。
残
る
２
棟
に
つ
い
て
は
撤

去
す
る
よ
う
是
正
指
導
し
て
い
る
。
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姫路市 と夢前町　　  を厳しく追及

【
入
江
次
郎
市
議
質
問
】

成
臨
興
業
に
よ
る
多
く
の
大

規
模
か
つ
明
確
な
違
法
行
為
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
違
法
行
為
に
つ
い
て
前
兆
予

兆
が
あ
り
、
姫
路
市
が
、
そ
の

時
々
に
適
切
な
対
応
を
行
っ
て

こ
な
か
っ
た
事
が
違
法
行
為
を

こ
こ
ま
で
拡
大
さ
せ
た
要
因
の

一
つ
だ
。
無
許
可
で
の
区
域
拡

大
は
平
成
２
０
年
に
市
職
員
が

確
認
し
て
い
る
。
金
属
ク
ズ
を

始
め
、
搬
入
不
可
品
目
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
平

成
１
９
年
に
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
固
形
燃

料
）
が
処
分
場
内
で
確
認
さ
れ

産廃
行政

産廃処分場
建 設 計 画

入
江
次
郎
市
議
は
、
成
臨
興
業
㈱
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
違
法
行
為
で
あ

る
①
宮
ヶ
谷
処
分
場
区
域
外
へ
の
不
法
投
棄
②
山
陽
特
殊
製
鋼
㈱
か
ら
の
金
属

ク
ズ
受
け
入
れ
③
加
西
市
で
の
大
規
模
不
法
投
棄
④
宮
ヶ
谷
処
分
場
内
外
に
建

て
ら
れ
て
い
る
建
築
物
の
建
築
許
可
の
有
無
。
な
ど
の
４
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
経
緯
、
規
模
、
今
後
の
是
正
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、
夢
前
町
で
の

産
廃
建
設
計
画
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。（
要
旨
要
約
）

る
。

【
入
江
次
郎
市
議
】

こ
れ
ら
の
大
規
模
な
違
法
行
為
は
成
臨

興
業
㈱
と
同
社
前
代
表
の
も
と
で
行
わ
れ

て
き
た
。
両
者
は
こ
れ
ま
で
夢
前
町
で
産

廃
処
分
場
建
設
計
画
を
進
め
て
き
た
者
た

ち
だ
。
す
で
に
、
両
者
に
つ
い
て
は
、
違

法
行
為
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
た
め
処

分
場
許
可
を
与
え
て
は
い
け
な
い
欠
格
要

件
に
該
当
し
て
い
る
と
私
た
ち
は
考
え
て

い
る
。

両
者
は
、
平
成
２
５
年
５
月
末
を
も
っ

て
夢
前
産
廃
建
設
計
画
か
ら
表
面
上
は
す

っ
か
り
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
現
在
夢
前
産
廃
計
画
を
す
す
め
て

い
る
夢
前
興
産
㈱
の
役
員
は
、
こ
れ
ま
で

成
臨
興
業
の
土
木
部
門
の
仕
事
を
長
ら
く

答
弁
し
て
い
る
。
違
法
行
為
を
事
実
上
追

認
す
る
間
違
っ
た
対
応
が
こ
こ
ま
で
違
法

行
為
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
？

【
環
境
局
長
答
弁
】

現
在
で
も
、
１
回
目
の
違
法
行
為
で
処

分
を
出
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

【
入
江
次
郎
市
議
質
問
】

姫
路
市
の
産
廃
事
業
者
の
間
で
は
「
姫

路
市
で
は
ど
ん
な
違
法
行
為
を
行
っ
て
も

１
回
目
で
あ
れ
ば
処
分
さ
れ
な
い
」
と
い

う
認
識
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
姫
路
市
の

そ
の
よ
う
な
対
応
が
違
法
行
為
を
拡
大
さ

せ
、
産
廃
事
業
者
と
産
廃
行
政
に
対
す
る

住
民
不
安
・
不
信
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い

蒸
気
が
舞
い
あ
が
っ
て
い
る
所
を
市
職
員

が
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
平
成
２
３
年
に

は
１
０
ト
ン
ダ
ン
プ
１
０
台
分
も
の
木
く

ず
な
ど
の
大
量
の
搬
入
不
可
品
目
も
確
認

さ
れ
て
い
る
（
年
間
で
１
５
回
も
の
行
政

指
導
が
さ
れ
て
い
る
）。
宮
ヶ
谷
処
分
場

か
ら
加
西
市
造
成
地
へ
廃
棄
物
を
不
法
投

棄
し
て
い
た
事
に
つ
い
て
も
、
近
隣
住
民

か
ら
「
宮
ヶ
谷
処
分
場
か
ら
一
度
埋
め
た

廃
棄
物
を
持
ち
出
し
て
い
る
」
な
ど
の
苦

情
が
繰
り
返
し
姫
路
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
国
の
通
達
「
行
政
処
分
の
指
針
」
で

は
「
明
確
な
違
法
行
為
に
は
躊
躇
す
る
事

な
く
取
消
処
分
で
対
応
す
る
事
」
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
姫
路
市
は
「
１
回
の
違

法
行
為
で
は
処
分
は
し
な
い
」
と
議
会
で

姫
路
市
の
甘
い
対
応
が
、
違
法
行
為
を
事
実

上
追
認
し
住
民
不
安
を
拡
大
し
て
い
る

請
け
負
っ
て
き
た
人
物
だ
。
ま
た
、
夢
前

産
廃
計
画
地
の
土
地
名
義
も
前
代
表
に
な

っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
通
常
人
の
感
覚
か
ら

し
て
、
夢
前
興
産
㈱
を
「
実
質
支
配
し
て

い
る
」
の
は
成
臨
興
業
と
前
代
表
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
住
民
の

不
安
も
そ
こ
に
あ
る
。
仮
に
欠
格
要
件
に

該
当
し
て
い
る
両
者
が
夢
前
興
産
㈱
を

「
実
質
支
配
し
て
い
る
」
事
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
は
い
わ
ゆ
る
「
黒
幕
条
項
」

に
該
当
し
処
分
場
の
許
可
を
与
え
て
は
い

け
な
い
。
市
長
の
裁
量
で
、
両
者
と
夢
前

興
産
㈱
の
関
係
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
両

者
が
夢
前
興
産
㈱
を
「
実
質
支
配
し
て
い

る
」
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
処

分
場
の
許
可
を
与
え
て
は
い
け
な
い
。
こ

れ
は
市
長
の
裁
量
で
す
。
市
長
か
ら
ご
答

弁
下
さ
い
。

【
市
長
】

経
緯
、
経
過
を
徹
底
的
に
調
査
す
る
。

夢
前
産
廃
問
題
で
の
市
長
答
弁

「
徹
底
的
に
調
査
す
る
」
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◆
産
廃
問
題
の
根
本
的
解
決
の
道
は

産
廃
問
題
の
根
本
的
解
決
は
、
産
業
廃
棄
物
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
し
、
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
処
分
に
す
る
最
終
処
分
量
を
徹
底

的
に
減
ら
す
事
で
す
。
ま
た
製
造
元
が
再
生
利
用
で
き
な
い
物
で
の
商

品
の
製
造
を
極
力
減
ら
し
て
い
く
事
な
ど
の
法
整
備
が
必
要
で
す
。

◆
産
廃
最
終
処
分
量
は
大
幅
に
減
少

（

表
１）

は
全
国
の
産
業
廃
棄
物
総
量
と
、
そ
の
内
の
減
量
化
量
、

再
資
源
化
量
、
最
終
処
分
量
を
表
し
た
も
の
で
す
。
平
成
２
年
か
ら
平

成
１
９
年
の
間
に
最
終
処
分
量
は
全
体
の
約
２
３
％（

８
９
０
０
万
㌧）

か
ら
５
％（

２
０
０
０
万
㌧）

へ
と
大
幅
に
減
量
し
て
い
ま
す
。

◆
住
民
運
動
の
力
で
次
々
と
法
整
備
促
進

（

表
２）

こ
の
間
、
最
終
処
分
量
が
大
幅
に
減
少
し
て
き
た
背
景
に

は
、
環
境
基
本
法
の
成
立
を
始
め
多
く
の
法
整
備
が
さ
れ
て
き
た
た
め

で
す
。
香
川
県
豊
島
で
の
大
規
模
不
法
投
棄
な
ど
を
契
機
に
、
産
廃
行

公約実現めざしてがんばります
市
会
議
員

大
脇
和
代

市
会
議
員

谷
川
ま
ゆ
み

市
会
議
員

森

ゆ
き
子

市
会
議
員

入
江
次
郎

政
と
産
廃
事
業
者
へ
の
不
信
が
高
ま
り
全
国
各
地
で
産

廃
施
設
建
設
反
対
運
動
が
起
こ
り
最
終
処
分
場
の
立
地

が
困
難
に
な
る
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。
住
民
運
動
が

法
整
備
を
促
進
す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

◆
廃
棄
物
の
９
割
が
産
業
界
か
ら
排

出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物（

表
３）「
ゴ
ミ
問

題
は
１
人
１
人
の
心
が
け」

と
ゴ
ミ
問
題
を
個
々
人
の

心
が
け
の
問
題
に
し
て
し
ま
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
を
全
て
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、（

表
３）

を
ご
覧
下
さ
い
。
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
の
量
は
全
体
の
廃
棄
物
の
１
割

強
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
産
業
界
か
ら
排
出
さ
れ
る

産
業
廃
棄
物
の
量
は
全
体
の
約
９
割
に
も
な
り
ま
す
。

廃
棄
物
の
９
割
を
占
め
る
産
業
廃
棄
物
の
減
量
化
、

再
資
源
化
、
あ
る
い
は
製
品
が
廃
棄
物
に
な
ら
な
い
物

で
製
造
を
す
る
事
な
ど
、
産
業
界
に
規
制
を
掛
け
て
い
か
な
い
限
り

廃
棄
物
問
題
の
根
本
解
決
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
姫
路
市
で
も
実
効
性
の
あ
る
減
量
化
・
資
源
化
推
進
策
を

姫
路
市
に
は
、
年
間
廃
棄
物
排
出
量
が
１
千
㌧
を
超
え
る
多
量
排

出
元
事
業
者
が
約
４
０
社
あ
り
ま
す
。
平
成
２
１
年
度
兵
庫
県
内
の

年
間
産
業
廃
棄
物
排
出
総
量
は
約
２
２
５
０
万
㌧
で
す
。
そ
の
内
、

姫
路
市
内
４
０
社
の
年
間
廃
棄
物
排
出
総
量
は
約
４
６
２
万
㌧
と
な

っ
て
お
り
、
神
戸
市
３
５
５
万
㌧
、
尼
崎
市
２
９
８
万
㌧
を
上
回
り

県
内
自
治
体
で
は
最
も
多
く
の
産
業
廃
棄
物
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

姫
路
市
が
作
成
し
た
姫
路
市
環
境
基
本
計
画
で
は「

産
業
廃
棄
物

の
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進」

を
明
記
し
て
い
ま
す
が
、
実
効
性
の

あ
る
具
体
的
施
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
実
効
性
の
あ
る
具
体
的

施
策
を
掲
げ
て
こ
そ
産
廃
問
題
の
根
本
解
決
の
道
が
開
け
て
き
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
引
き
続
き
住
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
せ
て
産
廃

問
題
の
根
本
的
解
決
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

表１

表２

表３


